
 

 

 

 

 

 

 

☆忘年会シーズンでも食品ロスを減らそう！ 

・日本では年間どれくらい食品ロスが発生しているの？ 

農林水産省の調査では年間約643万トンの食品ロス（食

べ残し、売れ残り、過剰除去など）が発生していると推

計されています（平成 28 年度調査）。国民一人当た

りにすると 1 日約 139ｇ（約お茶碗一杯分のご飯に

相当）、年間約51㎏になります。この値は実に食料品

全体の約８%を占めています。 

・これから忘年会シーズン、食品ロスの削減にご協 

力ください！ 

  643万トンの中には外食産業から出る食品ロス 

も含まれています。これから忘年会など外食の増え 

る時期となりますので、出された料理の食べきりに 

ご協力ください。 

 

 

☆年末の大掃除は計画的に！ 

  いよいよ今年も残り 1 ヵ月を切りました。皆さん新年に向けて大掃除はお済みでしょうか？ 

  まだまだこれからだという方も多いと思われますが、清掃センターでは 12月末に向けてだんだ 

んと自己搬入ごみが増えていく傾向にあります。 

  特に 12月末は清掃センターが大変混雑する時期となります。混雑中は事故も起こりやすくなり 

ますので、年末の大掃除は計画的に行いましょう。 

 

1日平均 

（年間） 

1日平均 

（12月） 
12月 29日 12月 30日 12月 31日 

約 273台 約 329台 493台 607台 666台 

  

かんきょう ニュース Ｎｏ.４ 

令和元年 12月 5日 隠岐の島町役場 環境課発

行 

回 覧 

食品ロスって？ 

本来は食べられるのに捨てられている

食品のことです。 

清掃センターへの搬入ごみは 1日あたりどれくらい来ているの？【平成 29年度データ】 

食品ロスの内訳（年間の総排出量推計値） 
Ｈ28農林水産省調査 

～環境課からのご連絡～ 

１．12月中の開場日は全戸配布しております「ごみ分別収集カレンダー」をご確認ください。 

２．自己搬入の際には、飛散防止策も忘れずに行ってください。 

家庭から出る食品ロスの削減方法は「かんきょうニュースＮｏ．1」

で紹介していますのでぜひご覧ください。（ＨＰで公開） 

取組紹介 

3010（サンマルイチマル）運動 

宴会の乾杯後 30 分と終わりの 10 分に

食事を楽しむ時間を設け、食品ロスを減

らす取り組みです。 



☆特定外来生物「セアカゴケグモ」について 

  セアカゴケグモは、オーストラリア原産の小型のクモです。日本に輸入される資材などに

付着して、国内に侵入したと考えられています。メスは毒を持っており、咬まれると痛むほか、

重症化する場合があります。メスの特徴は体長が 1cm 前後で全体的に黒くつやがあり、腹

部にひし形を二つ並べたような赤い模様があります。咬まれた際には速やかに医療機関を受

診してください。また受診した際には咬まれた個体を持参してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  セアカゴケグモのように体が黒く赤い模様がある 

クモで、よく間違えるクモが「ヨダンハエトリ」という 

クモで、全国に生息しているクモです。このクモは 

ハエトリグモの一種で体長は 7mm前後です。 

毒は持っていません。 

 

お問い合わせ先：隠岐の島町役場環境課 

住 所：隠岐の島町岬町飯ノ山 1-2 島後清掃センター内 

電 話：2-8565   ＦＡＸ：2-6305 


